吉 草 


色 作り の 定 表 と 


に よる 実例 


ーー エン 共 m コ ゴー ザ に 三 


アナ ログ 放送 の 時 代 か ら , さま ざま な 画像 の 補整 技術 が 存在 す 
る . し か し , ディ ジタル 放送 が 始ま り , また , 液晶 ディ スプ レ 
イ や プラ ズ マ ・ デ ィ ス プレ イ が 家庭 に 浸透 し つつ ある 現在 で 
は , これ ら の 補正 技術 も 進化 を 求め られ て いる . ここ で は , 

「 エ ンド ・ ユ ー ザ に 喜ば れる 絵 作 り 」 へ の アプ ロー チ を , 画質 調 
整 LSI を 通し て 紹介 する . (編集 部 ) 


視覚 情報 は , 人 間 の 情報 処理 の 


こ 70% 以 上 を つか さ ど 


表 1 薄型 テレ ビ の 代表 的 な メー カ の 考え る 高 画質 と こだわ ぴり リ 


高 画 質 と は どん な も の だ と 考え 
ます か ? 


絵 作り を し て いく 上 で , 一 番 大 
切 に し て いる こと は 何で すか ? 


多く の ユー ザ ) が 美しい と 思 
う 映像 


多く の 方 の 満足 を 得る こと . い 
ろ い ろ な 方 と の 意見 交換 


P1 社 


奥行 き 感 が ある こと ( 高 コ ント ラ 
スト と 高階 調 性 , さら に 黒 の 再 
現 力 ) 


店 頭 で の 見 栄え と 家庭 環境 で 見 
る 場合 の 自然 な 絵 作り ( バラ ンス 
の 取れ た 絵 作 り ), デバ イス が 持 
っ て いる 性 能 を フル に 発揮 する 
ど 


P2 社 


明る さ , 黒 , 階 調 表現 , 色 表現 , 
S/W, 精鋭 感 な ど で ソ ー ス / コ ン 
テン ツ に 対し 忠実 に 再現 ・ 表現 
で きる こと .“ リア リティ ",“ 絵 
の 持つ 力 強 さ ", “ 説得 カ " 


自 父 絵 作り 担当 者 ) が , 
きる か どう か 


T 社 


見 る 人 に , 
出来 る 映像 


感動 を 伝え る こと の 


自然 で 豊か な 階 調 表現 力 , 送ら 
れ て きた 情報 を 余す と ころ な く 
表現 する 映像 大 域 . 静止 画 , 動 
画 問 わ ず 破 綻 し な い バ ラン ス の 
よい 絵 作り 


S1 社 


時 代 と と も に 変化 し て いる 高 画 
質 に 対し 現代 の 高 情報 映像 を 忠 
実に 再現 し , 不要 な ノイ ズ を 低 
減 ま た は 強調 し な い 画 質 


適度 な 強調 と 忠実 な 映像 再現 力 
に よる 分 か り や すく て , 見 や す 
い 映 像 に する こと 


S2 社 


出典 : 画質 力 の 時 代 , HiVi 


コン ト ラス ト 感 と 階 調 感 と 鮮 鋭 
感 が 非常 に 高度 に バラ ンス が 取 
れ て いる 状態 


2006 年 4 月 号 , 


コン トラ スト 感 と 階 調 感 と 鮮 鋭 
感 を 高度 に バラ ンス させ る こと 


pp.70-79。 ステ レオ サウ ンド . 


画質 調整 LSI 


ば れる 映像 へ の ア プロ ー チ 


る と いわ れ て いま す . その 視覚 特性 を 満足 させ る た め , 画 
像 ・ 映 像 機器 メー カ は 技術 開発 に し の ぎ を 削っ て いま す . 
本 特集 が ハイ ビジ ョ ン 」 を テー マ と し て , その 高 画質 化 に 
対し て 規格 面 か ら ア プロ ー チ し て いま す が , 地上 デジ タル 
放送 の 本 格 化 , 対応 ソー ス ・ コ ン テ ン ツ の 一 般 化 , 薄く て 
画面 サイ ズ の 大 きい テレ ビ の 普及 , デジ タル ・ ハ イ ビ ジ ョ 
ン 対 応 の 民生 用 ビデ オ ・ カ メラ の 登場 な ど が , ハイ ビジ ョ 
ン を より いっ そう 身近 な も の に し て いま す . 

当然 な が ら 画 像 ・ 映 像 機器 に は 高 画質 が 求め られ , これ 
を いか に 実現 する か が 重要 な 差異 化 の 要素 に な っ て いま す . 
で は 高 画質 と は 何 な の で し ょ うか . よく 使わ れる 技術 用 語 
で す が , 明確 な 定義 が 存在 し て いな いあ いま いな も の の よ 
う で す . 画質 と は どう いっ た も の な の か , その 
実現 に 求め られ る も の は 何で ある の か を 考察 し て みた いと 
思い ます . 


RNN 高 画 


1. 感性 に 訴え る 画像 を 作る , それ が 絆 作り 


高 画質 を 売り に する 映像 機器 の 紹介 に 見 られ る 表現 は , 


「 美しい 」,「 感動 的 」,「 印象 に 残る 」 な ど , 感性 に 訴え る も 
の で あり , 定式 的 , 定量 的 に 決め られ る も の が 確立 され て 


いま せん . 雑誌 軸 Vi 2006 年 4 月 号 リ に , 高 画質 を 競う 薄 
型 テレ ビ の 代表 的 な メー カ の 考え か た が 紹介 され て いた の 
で 引用 し まず 表 1). 

この よう に 高 画質 と は 各社 各 様 で あり , 一 義 的 な 表現 が 
で き な い 課題 で す . あえ て 表現 すれ ば , 感性 に 訴え る 画質 
で あり , これ を 実現 する た め に は , その 知覚 特 性 の 理解 と 
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と も に , 感性 と 一 見 相反 する 普遍 性 , 定量 性 を 合わ せ た 高 
度 な 統合 化 され た 画像 ・ 映像 処理 が 要求 され , これ は 先端 
技術 の 具現 化 さ れ た も の と 言え ます . 
画質 化 の 波 を 受け , 電子 情報 通信 学会 の ナ 
チュ ラル ビジ ョ ンプ ロジ ェクト 往 1 に 見 られ る よう な 忠実 性 
を 高め る アプ ロー チ や , 画質 評価 に お ける 定量 的 な 研究 注 2 
が 各所 で 行わ れ て いま す . 加え て 感性 を 知る こと , つま り 
人 間 の 知覚 特性 の 研究 も 非常 に 盛ん に 行わ れ て いま す . 

れ ら 基礎 的 な 研究 は 専門 的 な 文献 に ゆだね る こと と し , こ 
こ で は 現実 的 な 画像 ・ 映 像 機器 に お ける 高 画質 化 技術 を 紹 
介し た いと 思い ます . 

画像 ・ 映 像 機器 開発 に お いて , 高 画質 を 語る うえ ず 絵 

作り 」 は 欠か せな い 重 要 な 要素 で あり , 共通 の 技術 用 語 と 
な っ て いま す . 映像 機器 メー カ が 重視 し , 競い 合っ て いる 
技術 で す が , や は り 定量 的 に 規定 ・ 評価 する こと が 非常 に 
難し いも の で す . これ は 表 1 の 解説 例 の 中 表示 対象 物 
の 明る さや 色あい を 正確 に 表現 する に 留まら ず , いか に 感 
性 に 訴え る 絵 を 作る か と いう こと も 含ん で いる 」 と ある よ 
うに , 定量 的 意味 合い の 強い 忠実 性 だ け で な く , あい まい 
性 の 代表 で ある 人 間 の 知覚 特性 を よく 知り , それ に 訴え る 
画質 調整 技術 と いう こと か らき て いる た めで す . 

その 一 例 が , 色情 報 処 理 に お ける 記憶 色 で す . 記憶 色 と 
は , 肌色 , 青空 な どの よう に 人 が 見 慣れ た 対象 物 に つい て 
標準 的 に 思い 浮か べ る 色 の こと で す が , カラ ー・ マ ッ チ ン 
グ ・ マ ネー ジメント ( 画像 入出 力 機器 に 依存 し な い 色 の 再 
現 技術 ) に より 得 ら れ た 再現 性 の 高い 忠実 色 と い っ た 実際 
の 色 よ り も , その 特徴 が 強調 され , より 鮮やか に 記憶 され 
て いま す . この よう に , われ われ は 実際 の 色 で は な く , 記 
憶 色 を 基準 に , ディ スプ レイ な ど に 表示 され た 画像 の 評価 
を 自然 と 行っ て いる わけ で す . この 記憶 色 に 訴え る 色 表 現 
能力 が 絵 作 り に 求め られ る 色 補 正 技 術 に な り ま す . また , 
高 画質 化 で 求め られ る 奥行 き 感 な ども , 知覚 情報 処理 と し 
て の 研究 が 進ん で いま す . 例え ば , 立 條 3 次 元 ) を 形作る 
両 眼 視差 情報 より も , 検出 され る 対象 物 の 大 き ざ ( 空間 周波 
数 ) や 傾き 方位) 情報 が 勝る と いう 研究 成果 が 発表 され て 
いま ず 5. これ は , 対象 画像 に お ける コン トラ スト や 輪郭 
処理 が 奥行 き 感 を 表す 重要 な パラ メー タ で ある こと を 示し 
て お り , 空間 分 解 能 が さら に 高く な っ た ハイ ビジ ョ ン 機 器 


こう いっ た 高 画 


ビデ オ ・ シ ステ ム を 理 有 す る 


の 絵 作 り に と っ て , これ ら の 要素 技術 が より 重要 な 機能 に 
な る こと を 意味 し て いま す . 

以上 の よう に , ハイ ビジ ョ ン 時 代 の 高 画質 化 技術 に は 
高 精細 画像 デー タ に 対す る 員 実 性 は も と より , 新しい 時 代 
の 絵 作 り が 求め られ ます . つま り , 新しい 時 代 の 絵 作 り と 
し て 薄型 パネ ル の 特性 を 引き 出す 機能 や 記憶 色 補 正 , 奥行 
き 感 に 直結 する コン ト ラス ト , 輪郭 調整 機 人 0 
訴え る 画像 を 作り だ せる 画像 処理 技術 が ます ます 重要 に 
っ て き て いる わけ で す . 

絵 作り を 行う た め に は , 評価 手法 や 評価 基準 を 確立 し , 
体系 化し て お か な けれ ば な り ま せん . これ は 各 映 像 機器 メ 

ー カ に お いて は 確立 され て いる も の の , 業界 標準 規格 の よ 
うな 完全 に 定式 化 さ れ た も の に は な っ て いま せん . つま り , 
先端 絵 作 り 技術 と それ を 用 いた 高 画質 製品 の 開発 , 製造 技 
術 の 体系 化 こ そ が , 各 先 端 映像 機器 メー カ に と っ て 最高 の 
ノウ ハウ に 位置 づけ られ て お り , その 差異 化 に 向け て 激 し 
い 新 技術 開発 競争 が 繰り 広げ られ て いま す . 


人 @ 個々 の 目的 に 合わ せ た 絵 作り が 求め られ る 

ハイ ビジ ョ ン 関 連 の 映像 機器 を 大 別 す る と , 入力 情報 を 
蓄え 再生 する スト レー ジ 機 器 と , 入力 情報 を 視覚 情報 と し 
て 表現 する ディ スプ レイ 機器 に 分 類 で きま す . それ ら の 機 
器 に 求め られ る お も な 機能 は , 前 者 は 入力 情報 に 対す る 高 
い 思 実 性 に あり ます が , 薄型 テレ ビ に 代表 され る 後者 は 
高い 思 実 性 に 絵 作 り 機能 が 加わ り ま す 

ディ スプ レイ に も 多様 な 種類 が あり , その 用 途 に お いて 
求め られ る 絵 作り 機能 の 内 容 と 程度 は 異な り ま す . 例え ば , 
2 は , 生成 さ 
れ た グラ フィ ックス ・ デ ー タ の 高い 再現 性 と 自然 に 近い 画 
科 NEBOB ご グ ら リ ウ の は 
演算 処理 だ け で は 生成 する こと の で き な い 精彩 な 表示 を 得 
る た め , 色 , 階 調 表現 を 補強 する 調整 機能 が 要求 され ます . 
この よう に , 個々 の 用 途 や 目的 に より , 多様 で 柔軟 な 調整 
機能 や 調整 方 法 を 求め られ る の が , ハイ ビジ ョ ン 時 代 の 絵 
作り な の で す . 


2 


人 @ 絵 作 り は 試行 錯誤 の 繰り 返し 
図 1 に ディ ジタル 放送 を 受信 で きる テレ ビ の 一 般 的 な ブ 


注 1: 詳し く は 電子 情報 通信 学会 誌 , 2005 年 6 月 号 の pp.456-476 を 参照 . 


注 2: 例え ば , 栗田 泰一郎 氏 に よる , FPD International 2006 プ レセ ミナ ー 第 3 回 FPD テ レビ の 本 当 の 画質 と は 」 が 挙げ られ る . 
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絵 作り 図 


VD 図 


間 


MPEG-2 図 
デコ ー ダ 図 


A-D 鐘 


コン バー タ 陸 


YCrCb 図 
HDMI DV 


HDMI 図 
DVI 


テレ ビ 入 力 凶 


図 1 ディ ジタル 放送 を 受信 で きる テレ ビ の ブロ ッ ク 図 
高い 忠実 性 が 求め られ る ブロ ッ ク と 絵 作 り を 担う ブロ ッ ク に 分 類 で きる 


表 2 テレ ビ に 求め られ る お も な 高 画 質 化 の た め の 機 能 


分 類 


久 


実 性 / 絵 作り 


オー ディ オ ・ 較 


ディ スプ レイ 図 
の パネ ル 凶 


プロ セッ シン グ 凶 


機能 説明 


オー ディ オ ・ 較 
D-A コ ン バ ー タ 図 


新しい 時 代 の 要求 


id 


と 


入力 情報 / 信 号 処 理 に 含ま れる ノイ ズ の 除去 


効果 の 高 さ , 副作用 抑制 


5 ノイ ズ 抑 制 


中 


信号 強調 機能 に 起因 する 過剰 効果 の 抑制 


調整 自由 度 の 高 さ 


]/ 除 去 
抑制 / 除 ブロ ッ ク ・ ノ イズ 除去 


ET 


MPEG-2 デ コー ド 起因 の ブロ ッ ク ・ ノ イズ 除去 


モス キー ト ・ ノ イズ 除去 


輪郭 調 整 電 


ET 


ジャ ギー な どの 副作用 効果 の 補正 


シー ン 適 応 処理 


輪郭 強調 


sn sn snlsnl ょ sn 


中 


エッ ジ の 強調 な どの 輪郭 強調 


強調 領域 。 自由 度 の 高 さ 


映像 信号 フォ ー マ ッ ト 変換 


ロ 
T 


漏 | 清 | 江 | 油 | 漏 


『 


色 空 間 変 換 な ど 


高 演算 精度 


フォ ー マ ッ ト 


本 換 ディ インター レー サ 
レコ 


中 


イン ター レー ズ ( 飛び 越し ) 走査 の プロ グレ ッ 
シズ 順次 ) 走査 へ の 変換 


シー ン 適 応 補正 


スケ ー ラ 


久 


空間 解像度 の 変換 


高 精細 , 高 精 度 


バイ アス 調整 


呼 || 呼 | 時 | 時 | 余 | 


| 浴 


外 


入力 信号 の 基準 レベ ル 補 正 


高 精度 


明る さ 補 正 


外 


仁 / 絵 作り 


明る さ 情報 の 補正 


高 精度 , シー ン 適 応 処理 


明る さ ・ コ ント 


ラス ト 調整 コン ト ラス ト 調整 


ロ 


仁 / 絵 作り 


@ 


コン ト ラス ト 補正 


高 精度 , シー ン 適 応 処理 


黒 伸張 


絵 作り 


白 レ ベル の 強調 


高 精度 , シー ン 適 応 処理 


白 伸張 


絵 作り 


黒 レ ベル の 強調 


高 精度 , シー ン 適 応 処理 


ガン マ 補 正 


忠実 性 


R, G, B 信 号 の 入力 し ベル ご と の 出力 補正 


多 階 調 化 対応 


色合い 
調整 ・ 補正 


カラ ー・ マ ッ チ ング ・ マ ネー ジメント 


忠実 性 / 絵 作り 


色相 ・ 彩 度 ・ 明 度 調整 


多 原 色 補 正 機能 


記憶 色 に 対す る 色 補 正 


絵 作 り 


特定 色 補正 


任意 の 色 指定 , 調整 


動画 反応 速度 補正 


実 性 / 絵 作り 


動画 反応 特性 の 補強 


シー ン 適 応 処理 


パネ ル 特 性 


2 色 表現 特性 補正 


実 性 / 絵 作り 


色 再現 恒 加法 性 , 比例 性 ) の 補正 


柔軟 な 色 空 間 マ ッ ピ ング 


輝度 レベ ル 補 正 


仁 / 絵 作り 


適切 な 明る さ の 制御 


人 ・ 環境 に や さ し い 制御 


ロッ ク 図 を 示し ます . 高い 忠実 性 を 求め られ る ブロ ッ ク と 
絵 作 り を 担う ブロ ッ ク に 分 類 で きま す . 高い 忠実 性 を 求め 
られ る ブロ ッ ク は , ディ ジタル 放送 信号 , NTSC 方 式 な ど , 
規格 化 さ れ た 信号 の デモ ジュ レー ショ ン や MPEG-2 デ コー 
ド ・ ブ ロッ ク な ど で あ り , ディ ジタル 信号 処理 に お ける 演 
算 精度 の 確保 や 処理 過程 に お ける デー タ 損失 の 低減 化 , ノ 
イズ の 除去 な ど が 重要 な 機能 と な り ま す . イメ ー ジ ・ ク オ 
リティ ・ エ ン ハ ン サ ・ ブ ロッ ク は 絵 作 り を 担っ て いま す . 
各社 独自 の 手法 を 競っ て 開発 し , 製品 の 差異 化 を 図っ て い 
る 重要 な ブロ ッ ク で す . この ブロ ッ ク の 機能 や 性 能 が シス 
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テム の 絵 作 り に 直結 し , シス テム 全体 の 画質 レベ ル を 決め 
て いま す . 

表 2 に テレ ビ に 求め られ る お も な 高 画質 化 の た め の 機 能 
を まとめ て いま す . これ ら の 機能 を 駆使 し て 高 画質 を 実現 
する わけ で す が , その 際 の 難し さ は , 

e 明確 な 定量 的 基準 が な い 
e それ に 対す る 完全 な 解 も 存在 し な い 
こと に あり ます . つま り 絵 作り と は ,「 独自 の 画質 基準 を 
確立 し , それ を 満足 する た め の 高 度 な 総合 的 取り 組み と し 
て 高 画質 化 を 行う こと 」 な の で す . まさ し く 映 像 ・ 画 像 技 


外 


術 が 真 に 問わ れる " state of the art” な の で す . 

実際 の 作業 に あたっ て は , ます 入力 情報 に 対す る 忠実 性 
を 追及 し , 多く の 調整 を 行っ た 後 , 各社 の 基準 に 合っ た 絵 
作り を 行う こと が 理想 的 な アプ ロー チ と 考え られ ます . し 
か し , 調整 機能 の 不 完全 さ , そし て 絵 作 り その も の が 忠実 
性 を 部 分 的 に 崩し て し まう と いう 矛盾 な どか ら , 理想 的 手 
法 は 簡単 に は 実現 で きま せん . 画質 調整 機能 の 制限 の も と 
で , 忠実 性 追求 一 絵 作 り 一 忠実 性 追求 絵 作 り と いう ルー 
プ を 繰り 返し て 最適 解 を 求め る こと に な り ま す . 

最近 の 集積 回 路 技術 の 進歩 に より , 表 2 に 示す 画質 調整 
機能 も 集積 化 さ れ , 強力 か つ 柔 軟 な 絵 作り 機能 を 搭載 し た 
LSI が , テレ ビ ・ メ ー カ 各社 か ら 開発 され て いま す . また , 
絵 作り に 特 化し た 汎用 LSI も 登場 し て いま す . こう いっ た 
LSI を 使い こなす こと に より , メー カ が 理想 と する 高い レ 
ベル の 画質 調整 が 実現 で きる よう に な っ て いま す . 


ここ で は 絵 作 り に つい て , 図 1 の 中 の イメ ー ジ ・ ク オリ 
ティ ・ エ ン ハ ン サ に 相当 する 汎用 LST j-LOOX ジェ ピコ 
製 )」 を 例 に 説明 し ます . LOOx は 輪郭 強調 や シー ン 適 応 型 
輝度 補正 , カラ ー・ マ ッ チ ング ・ マ ネー ジメント と いっ た 
代表 的 な 機能 を 集積 し , 先 に 述べ た 思 実 性 と 絵 作り で 分 類 
する と , 絵 作り を 担当 する デバ イス と な り ま す . 

図 2 は j-LOOx シリ ー ズ の 処理 の 流れ で す . 中 で も 輪郭 強 
調 , 輝度 補正 , カラ ー・ マ ネー ジャ ( 色相 や 彩 度 の 制御 ) と 
いっ た 部 分 が 絵 作 り に か か わる 処理 と な り ま す . 


人 @ 補正 で は な く 絵 作り と し て の 輪郭 強調 を 行う 

輸 郭 処理 で は , 高周波 成分 の 減衰 に よる 輪郭 の な まり を 
補正 する 必要 が あり ます が , これ は 忠実 な 画 の 再現 と いう 
こと に な り ま す . この 処理 は シス テム 前 段 の デコ ユー タダ 類 や 
拡大 縮小 を 行う スケ ー ラ に 任せ る こと に し て , この LSI で 
は 絵 作 り の た め の 輸 部 強調 を 行い ます . 映像 の 輪郭 は 隣り 
合う 画素 の 輝度 差 で 表現 され る の で , その 輝度 差 を 算出 し , 
それ に 応じ て 輸 郭 部 分 に 適度 な プリ オーバ シュート , プリ 
アン ダシ ュー ト を 加え る こと で 輪 郭 部 分 の 輝度 差 を 大 きく 
し ます 。 

その 際 , ノイ ズ も 強調 され て し まう こと に 注意 が 必要 で 
す . ディ ジタル 放送 が 普及 する 現在 で も 撮像 時 の ホワ イ 
ト ・ ノ イズ な ど が 映像 に 多く 含ま れ , LCL 液晶 ディ スプ 


図 2 イメ ー ジ ・ ク オリ ティ ・ エン ハ ン サ に 相当 する 汎用 LS「 」L00x」 
の 処理 の 流れ 


中 で も 輸 郭 強調 , 輝度 補正 , カラ ー・ マ ネー ジャ と いっ た 部 分 が 絵 作 り に か 
か わる 


レイ ) や PDR プラ ズ マ ・ ディスプレイ ・ パ ネル ) と いっ た 
ドッ ト ・ マ トリ ックス 型 の 表示 素子 で は これ が 目立っ て 感 
じ ら れ ます . ホワ イト ・ ノ イズ を 強調 し て し まう こと は ご 
法度 で す . これ を 回 避 す る た め に は , 絵 作り の 前 処理 の 段 
階 で 十分 に ノイ ズ を 抑え て お く こ と が いち ば ん た いせ つ で 
す が , それ で も ノイ ズ は 存在 し ます . そこ で ほとん どの ノ 
イズ が 映像 情報 と 比べ て 輝度 振幅 が 小さ いこ と に 着目 し , 
輝度 差 が 少な い 輸 郭 に 対し て は 輪郭 強調 を 行わ か なかい, ある 
い は 強調 度 を 少な くす る | コア リン グ 」 機 能 で ノイ ズ の 強調 
を 回 避 し て いま す . 

輝度 差 の 大 き な 映像 情報 に つい て は , 過度 な オー バシ ュ 
ー ト , アン ダシ ュー ト を 加え る と 輝度 飽和 を 起こ し て し ま 
う の で 注意 が 必要 で す . これ に つい て も 輝度 差 を 監視 し て 
適切 な 処理 を 行っ て いま す . この よう な オー バシ ュー ト や 
アン ダシ ュー ト を 付加 し て 輸 郭 強調 を 行う 手法 は , PDP を 
使っ た テレ ビ で 多く 見 られ る よう で す . 各社 の 主義 な の か 
も し れ ま せん が , LCD の テレ ビ に 比べ て 拡大 処理 を 必要 と 
する DVD な どの シネ マ ・ ソ ー ス の 視聴 に 重点 を 置い た 結 
果 な の か も し れ ま せん . この 場合 , 拡大 処理 を 行う と 輸 郭 
が な まっ て 表示 され る の で , 輪郭 処理 が 重要 に な り ま す . 


@ 映像 の ヒス ト グ ラ ム を 考慮 し て 輝度 を 補正 する 

線形 ・ 非線形 輝度 補正 プ ブロック で は , 入力 され た 映像 情 
報 を 解析 し , その 映像 に 適切 な 煙 度 補正 処理 を 行う こと で 
映像 の ダイ ナミ ッ ク ・ レ ンジ を 広げ ます . 映像 情報 の 解析 
に は 入力 画像 輝度 の ヒス ト グラ ム 計 測 を 行い ます が , ヒス 
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入力 輝度 較 入力 輝度 b 


( a) 非線形 輝度 補正 較 ( b) 線形 輝度 補正 較 
図 3 画像 の ダイ ナミ ッ ク ・ レ ンジ を 広げ る 輝度 補正 
ガン マ 曲 線 を 変化 させ る 非線形 輝度 補正 と , ブラ イト ネス や コン トラ スト を 
変更 させ る 線形 輝度 補正 が ある 


ト グ ラ ム の 計測 の 方 法 や , ヒス ト グラ ム か ら 情 報 を 読み取 
っ て 解析 する 方 法 は さま ざま で す . 方 法 は さて お き , ヒス 
ト グ ラ ム 計測 に より 映像 情報 に 比較 的 多く 含ま れる 輝度 域 
や 最低 輝 度 , 最大 輝度 を 抽出 し ます . 次 に この 抽出 され た 
輝度 情報 を も と に ダイ ナミ ッ ク ・ レ ンジ を 広げ る 操作 を 行 
いま す が , それ に は ガン マ 曲 線 を 変化 させ る 非線形 輝度 補 
正 と ブラ イト ネス , コン ト ラス ト を 変更 させ る 線形 輝度 補 
正 が あり まず 図 3). この 非線形 ・ 線 形 銘 度 補正 を 組み 合 
わせ る こと に より , LCD や PDP と いっ た 表示 素子 の 表現 
で きる 階 調 表現 を フル に 生か し , か つ 映 像 に 含ま れる 必要 
な 情報 の 表現 力 を 高め ます . 

例え ば , 暗い と ころ に ぼん や り と 人影 が 浮か ぶ 画 像 を ヒ 
スト グラ ム 計 測 す る と , 映像 中 の 最低 郊 度 に 近い 暗い 領域 
の 輝 度 分 布 が 多く , わずか に 光 の 当たる 人影 の 一 部 に 最大 
輝度 が 存在 し , そし て 人 影 の 陰影 は 最低 輝度 か ら 最大 輝度 
の 間 に 分 布 し ます . 

簡単 に コン ト ラス ト を 高め る 方法 と し て は , 線形 銘 度 補 
正 に より 影 に 相当 する 最低 輝度 部 分 の 輝度 を 下げ , 人 影 の 
中 に ある 最大 輝度 部 分 の 輝度 を 上 げ ま す . また 陰影 に 当 た 
る 輝度 域 は ヒス ト グラ ム 分 布 に 応じ て ガン マ ・ カ ー ブ を 変 
化 さ せま す . この 例 で 言う と 簡単 な よ 2 で す が , さま ざま 
な 映像 情報 に 対す る 人 の 知覚 特性 や 嗜好 を 考慮 し た 適切 な 
輝度 変化 の 度合 いと ヒス ト グラ ム ・ デ ー タ の 相関 性 を 示す 
の は 非常 に 難し いこ と で す . 絶対 的 な 解 は あり ませ ん . 

筆者 の 経験 上 , アナ ログ 放送 や DVD と いっ た SI stan- 
dard definition) 信号 で は , 映像 情報 が 中 間 輝 度 前 後 か ら 
それ より 低い と ころ に 多く 分布 し て いた よう に 思い ます . 
し か し , 昨今 の 地上 デジ タル 放送 に お ける HI high def- 
nition) 信号 で は , 低 郊 度 域 か ら 高 輝度 域 ま で まん べ ん な く 
映像 情報 が 分 布 し て いる よう で す . この 場合 , た と え 人 が 
心理 的 に 同じ と 感じ る 映像 で あっ て も , ヒス ト グラ ム 計測 
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し た 際 の 輝度 分 布 は 異な る た め , 同じ よう な 輝度 補正 と は 
な り ま せん . それ ぞ れ に と っ て の 最適 な 輝度 補正 は 異な り 
ます . この よう な 場合 は , 入力 映像 ソー ス に 応じ て 輝度 補 
正方 法 を 変え な けれ ば な り ま せん . 

前 述 の j-LOOx シリ ー ズ は , 線形 : 非線形 輝度 補間 それ ぞ れ 
に 対す る 強調 度合 い , 非線形 輝度 補正 に お いて は ヒス ト グ 
ラム 計測 結果 の 平均 輝度 に 応じ て 補正 を 行う か 否 か を 決め 
る し きい 値 , 補正 する 際 の 上 限 : 下限 の 制限 値 な ど を 任意 に 
設定 で きま す . 設計 者 は さま ざま な 映像 ソー ス の ヒス ト グ 
ラム の 結果 を 踏ま ほえ て, これ ら の 値 を 決め て いき ます . 


@ カラ ー・ マ ネー ジャ で RGB と その 中 間 色 を 独立 制御 する 

次 の ブロ ッ ク で は , 色合い や 鮮やか さ な ど , 色 に 対す る 
調整 を 行い ます . アナ ログ 受像 機 で は 単に 色合い 色相 ) や 
鮮やか さ ( 彩 度 ) と いっ た 調整 パラ メー タ に 留 まっ て いま し 
た が , 受像 機 の ディ ジタル 化 に 伴い アナ ログ 回 路 で は 難し 
か っ た 複雑 な 調整 が 可能 に な り ま し た . 

LCD や PDP の パネ ル 部 の 入力 イン ター フェ ー ス は , RGB 
の 映像 デー タ で す . 信号 処理 系 で は , この イン ター フェ ー 
ス 部 分 に RGB それ ぞ れ の ガン マ ・ テー ブル を 持っ て お り , 
表示 素子 に 合わ せ た ガ ンマ ・ カーブ と , 色 温 度 に 応じ た 色 
相 や 彩 度 の 設定 を 行い ます . また , ガン マ ・ テ ー ブ ル は デ 
ィ ジ タル ・ デ ー タ で ある た め , 絵 作 り と し て この ガン マ ・ 
カー ブ を 複雑 な 形 に する こと も で きま す . た だ し , 色 を 調 
整 する 場合 は , RGB それ ぞ れ に 異な る 調整 が 必要 と な り , 
調整 に よっ て ホワ イト ・ バ ラン ス が 崩れ , 色 温度 が 変わ っ 
て し まう と いう 欠点 が あり まし た . そこ で j-LOOx シリ ー ズ 
で は , 独自 の アル ゴリ ズム で ある ACR Accurate Color 
Reproduction) を 用 いる こと で RGB に 加え RGB 色 空 間 に 
お ける 中 間 色 の C 青 緑 ), M 赤 紫 ), Y 黄 ) と いっ た 6 色 
お の お の の 人 色相 と 彩 度 を 変え られ まず 図 4). この と き , 
ガン マ 補 正 の よう に ホワ イト ・ バ ラン ス を 気 に す る 必要 は 
な く , ユー ザ の 好み に 応じ て 各色 の 色相 と 彩 度 を 自由 に 変 
更 で きま す . 

ACR に お いて は , 各色 ご と の 調整 だ け で な く , 各 郊 度 に 
応じ た 色相 ・ 彩 度 調整 も 可能 で す . これ ら の 技術 に より , 
アナ ログ 受像 機 時 代 に は 成 し え な か っ た , 色 空 間 を ね じ 曲 
げ る 操作 が 可能 に な り , 色 に 対す る 表現 方 法 が 格段 に 広 が 
り ま し た . 例え ば 同じ 肌色 で も , 映画 の 暗い シー ン と 明る 
い シ ー ン に 存在 する 肌色 , ハイ ビジ ョ ン 放 送 に お ける ニュ 
ー ス ・ キ ャ スタ の 白く 透き通っ た 肌色 な ど , さま ざま な 肌 


( a) 輝度 ・ 色 相 ・ 彩 度 の 色 空 間 の 概念 凶 


図 4 色 補 到 ACR) の 概念 図 


ジョ ン 時 1Y? 


黄 Y) 図 


ポ R) 図 
赤色 を 紫色 方 向 へ 色相 変更 b 


夫 B) 較 赤 紫 M) 図 


( b) 単 一 輝度 プレ ー ン 内 に お ける 色相 ・ 彩 度 の 変更 較 


}LOOx シ リー ズ で は , 独自 の アル ゴリ ズム を 用 いる こと で RGB と CMY, 6 色 の 色相 と 彩 度 を 変え られ る 


色 が 存在 し ます . これ ら の ケー ス で 一 律 に 彩 度 を 上 げ る と , 
明る い シ ー ン の 肌色 は 血色 の 良い 肌色 に な る か も し れ ま せ 
ん が , 暗い シー ン の 人 肌 や 高 輝度 域 に 存在 する ハイ ビジ ョ 
ン 放送 に お ける ニュ ー ス ・ キ ャ スタ の 肌色 は 赤 す ぎ た り す 
る こと が あり ます . この よう な 場合 に ACR を 使う こと で , 
低 輝 度 域 と 高 輝度 域 の 彩 度 は 抑え , 中 間 輝 度 域 の 彩 度 だ け 
を 適度 に 上 げ る こと が で きま す . また , 青 と シア ン , 黄色 
と 緑 の 彩 度 を 輝度 ご と に 変化 させ る こと で , 青空 の グラ デ 
ーション を 強調 し た り , 木陰 の 葉 に 対し て 新緑 の 葉 を 鮮 や 
か に 表現 で きま す . 
筆者 の 経験 上 の 話 に な り ま す が , これ ら の 調整 段階 で 難 
し い の は 赤 と 緑 の 中 間 色 で ある 黄色 の 表現 で す . 人 が 単に 
肌色 や 木々 の 緑 と 感じ て いて も , それ ら の 映像 に は 多く の 
黄色 が 存在 し ます . つま り , 黄色 を 変更 する こと で 多く の 
映像 に 影響 を 及ぼ し ます . 筆者 が 調整 を 行う 場合 に いつ も 
苦労 する 色 で す . また , この 技術 に より 調整 範囲 が 広がっ 
た と し て も , 極端 に 変更 し て し まう と 特定 の 映像 で 違和感 
が 生じ る こと も ある の で 注意 が 必要 で す . 

この ACR 技 術 を 利用 し た 調整 は 思 実 な 映像 再現 と は 相 
反し , 絵 作 り に 特 化す る も の と 思わ れ が ち で す が , か な ら 
ず し も そう で は あり ませ ん . 絵 作 りか ら 話 が それ て し まい 
ます が , 忠実 性 を 重視 し た 利用 方 法 も 考え られ ます . 色 の 
再現 性 は 表示 素子 の 種類 ご と に 異な り ま す . これ を 補正 し , 
本 来 の 色 に 変更 する 際 に も 利用 で きま す . 例え ば 赤色 を 表 
示し た 場合 , 表示 素子 の 特性 に より 赤色 の 色相 が 黄色 側 に 
寄っ て 表示 され , 忠実 に 再現 され な い 場 合 が あり ます . こ 
の よう な 場合 , 赤色 の 色相 を 黄色 と 反対 の 紫 側 へ 変更 する 


こと に より , 本 来 の 赤色 を 表示 させ ます . この 使い か た は , 
絵 作 り で は な く 忠実 な 色 再現 と いう こと に な り ま す . 

先 に 述べ た よう に 映像 処理 の ディ ジタル 化 は , アナ ログ 
回 路 で は 不可 能 で あっ た 複雑 な 画質 調整 を 可能 に し , それ 
に 伴い 絵 作り の 幅 を 広げ まし た . し か し ,「 高 画質 」 に 絶対 
的 な 基準 は な く , テレ ビ ・ メ ー カ 各社 の 絵 作り 担当 者 が 多 
く の 時 間 と 労力 を 費やし , その 中 で 多く の 映像 ソー ス を 確 
認 し な が ら 独自 の 絵 作 り を 行っ て いる の が 実情 で す . し た 
が っ て , ディ ジタル と い ツ 1 ど O の 世界 で あっ て も , 各 
社 の 製品 の 映像 が 同じ に な る こと は あり ませ ん . この よう 
に , ディ ジタル 映像 処理 の 最 先端 で も や る ハイ ビジ ョ ン に こ 
そ ア ナ ロ グ 的 な 絵 作 り が 必要 で あり , 絵 作り LSI が 必要 に 
な っ て くる わけ で す . 


さて , この 高 画質 化 技術 は 今後 , どう いっ た 進歩 を 遂げ 

る の で し ょ うか . さら に 自然 で ある こと や 感性 に 訴え る 画 
質 調整 が 求め られ る と 思い ます . 技術 的 に は , 自然 な 強 
調 ・ 補 正 と し て , 入力 情報 に 応じ た 自動 調整 機能 . つま り 
リア ル タ イ ム な シー ン 適応 制 御 が 必要 に な る と 考え られ ま 
す . 当然 な が ら こ の 適応 化 制御 は , 感性 に 訴え る 感動 を も 
た ら す こと が 課題 と な っ て きま す . これ は , 人 間 の 知覚 特 
性 を ベー ス と する こと を 意味 し , この 人 間 の 知覚 特性 と そ 
れ を 応用 する 研究 が さら に 進ん で く る で し ょ う . 具体 的 に 
は , 錯覚 な ども 含め た , 人 間 を 追 宛 し た 画質 調整 機能 な ど 
が 登場 する と 期待 され て いま す . 
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先端 映像 機器 に お 
法 。 と くに 絵 作 り に 焦点 を あて て 解説 を 行っ て きま し た . 
の 具体 例 と し て , 則 LSI の 活用 例 を 示し まし た . この よ 


お ける 高 画質 と それ を 実現 する 時 


うな 専用 LSI を 使う こと に より , 柔軟 か つ 効 果 的 な 絵 作り を 
行う こと が で きま す . し か し , 対象 と する べき 画質 基準 や 
その 評価 方 法 を 確立 し て お く こ と が 必要 で ある こと は 言う 
まで も あり ませ ん . 本 稿 で は ほとん ど 触 れ て いま せん が , こ 
高 画質 化 技術 の 体系 化 が 高 画質 製品 の 開発 に 欠か せな い 
要素 で ある こと を 再度 強調 し , まとめ と し て お きま す . 
ここ まず 絵 作 り 」 と いう こと ば を 使っ て きま し た . 
ら は 海外 の テレ ビ ・ メ ー カ と 接する 機会 が 多く あり , 
経験 か ら , 絵 作り は 日 本 固有 の 単語 で ある と 0 
つま り , 感性 を 重んじ る 日 本 文化 が 生ん だ エレ クト ロニ ク 
ス の 最 先端 製品 に 結実 し た 日 本 特有 の 誇る べき 技術 で ある 
と 認識 し て いま す . 海外 企業 に お いて 画質 調整 工程 で 用 い 
られ る 再現 性 を ベー ス と し だ Fine Tuning”" と , 感性 に 訴 
える 高 画質 化 を 意味 する 絵 作 り 」 は 本 質 的 に 異な っ た も の 
で す . 日 本 の 企業 が 海外 企業 と の 競争 に 勝ち 抜く た め 
日 本 の 誇る 文化 や 技術 を さら に 生か すこ と 4 
作り と いう 技術 は , いっ そう 重要 性 を 増し , その 研究 開発 
が た いせ つ に な る で し ょ う . 薄型 テレ ビ の 普及 と と も に , 
” EZUKURI" が 世界 共通 語 に な る 日 は 遠く な いで し ょ う . 
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グロ ー バ ル 化 に 思う こ 


グロ ー バ ル な 活動 の 重要 性 は ます ます 高まっ て いま す が , 地域 間 
に お ける 文化 , 習慣 の 違い を 理解 し 乗り 越え る こと は , 依然 と し て 
や さ し い も の で は な いよ うに 思い ます . これ は , 海外 進出 し て いる 
企業 は も と より , そこ で 働く 日 本 人 に と っ て も 避け られ な い 課 題 に 
な っ て いま す . また , 最近 し ば し ば 出会う , 外国 企業 に 請 わ れ て 新 
し い 職 場 環境 を 海外 に 求め る 日 本 人 の 方 々 か ら も , 日 々 この 問題 に 
直面 し て いる こと を 聞き ます . 例え ば , NNNV EE 
る 韓国 企業 で は , 無理 な か こと も ノー と は 言わ ず , 皆 ., その 指示 に 従 
MENU BE は 生 湖 の 8 
ッ プ が 自分 の 指示 に 全 責任 を 取る こと が 前 提 と な っ た マネ ー ジ メン 
ト に より , スピ ー ド 感 の ある 業務 遂行 が 可能 に な っ て いる こと を あ 
わせ 聞き , 妙 に 納得 し て し まい まし た . 調整 型 の 多い 日 本 企業 と の 
差 を 感じ る 話 で す . 

先日 ある 中 国 企業 の 副 総裁 か ら , 
を 依頼 され , その 面談 に 立 


本 人 の ベテラン 技術 者 の 紹介 
会 う 機会 に 恵まれ まし た . 自社 の 技術 
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レベ ル を 向上 させ よう と する 熱い 思い と , ベテラン 技術 者 び な ら ば 
こう や っ て や ろう 」 と の や る 気 が か み 合い , すぐ に この 話 は まとまる 
と 感じ まし た . し か し , ほど な く 破談 と な っ て し まい まし た . 理 
は , 現場 の 中 間 マ ネー ジメント 層 の 拒絶 で し た . つま り , 時 間 を か 
けた 基礎 か ら 取り 組む 開発 プロ ジェ クト を 理解 で き な い と の こと で 
し た . と に が く 生産 で きる 製品 を 短期 間 に 用 意 す る こと が 重要 な 中 
国 企業 に は , 時 間 の か か る し ご と は , 要員 の 維持 が 難し いと の 説明 
で し た . 基礎 を 積み 上 げ て いく 開発 は , 現場 の 人 々 に は 受け 入れ ら 
れ な か っ た よう で す . 残念 に 思っ た と 同時 に , 日 本 人 の 持つ ち 密 さ , 
勤 箇 さ と いう 長所 を 再 認識 する こと が で きま し た . 

近年 , 低 価格 化 が 進み , グロ ー バ ル な 競争 が 激化 する 薄型 テレ ビ 
の 市 場 で す が , ここ に お いて も 日 本 企業 や 日 本 人 の 得意 と する 技術 
は , その ち 密 さと 経験 に 基づい た 開発 力 を 生か し , 世界 で 生き 残っ 
て いく も の と 思い ます . グロ ー バ ル な 時 代 こ そ , 日 本 人 の 特徴 を 生 
か すこ と が た いせ つ に な っ て くる の で は な いで し ょ うか ? 


